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市
民
団
体
要
求

首
相
応
じ
ず

野
田
佳
彦
首
相
は
二
十

二
日
午
後
、
脱
原
発
を
求

め
る
官
邸
前
で
の
抗
議
活

動
を
主
催
す
る

「
首
都
圏

反
原
発
連
合
」
の
代
表
者

ら
と
官
邸
で
面
会
し
た
。

反
原
発
連
合
側
は
関
西
電

力
大
飯
原
発

（福
井
県
お

お
い
町
）
の
運
転
即
時
停

止
を
求
め
た
が
、
首
相
は

応
じ
ず
、
議
論
は
平
行
線

に
終
わ

っ
た
。
＝
関
連
②

面
、
社
説
０
面

面
会
は
約
二
十
分
で
、

菅
直
人
前
首
相
も
同
席
し

た
。
反
原
発
連
合
側
は
①

大
飯
原
発
の
運
転
即
時
停

止
②
大
飯
原
発
以
外
の
原

発
全
て
を
再
稼
働
さ
せ
な

い
③
全
原
発
廃
炉

へ
の
政

策
転
換
④
原
子
力
規
制
委

員
会
の
人
事
案
の
撤
回
＝

な

ど

を

文

書

で
要

求

し

た
。首

相
は
大
飯
原
発
の
再

稼
働
を

「
こ
れ
ま
で
の
知

見
、
対
策
を
踏
ま
え
、
安

全
性
を
確
認
し
た
上
で
、

国
民
生
活

へ
の
影
響
も
加

え

て
総

合

的

に
判

断

し

た
」
と
、
従
来
の
説
明
を

繰
り
返
し
た
。
中
長
期
的

な
原
発
依
存
度
も

「
き
ょ

う
の
意
見
も
参
考
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
聞
き
な

が
ら
判
断
す
る
」
と
述
べ

る
に
と
ど
め
た
。

首田
＞

野

影

＞

撮
ら

大

か

嶋

右

中

反
原
発
連
合
側
は

「承

服
し
か
ね
る
。
福
島
の
事

故
も
収
束
し
て
い
な
い
。

安
全
を
保
て
な
い
政
府
を

国
民
は
信
用
し
て
い
な

い
」
と
反
発
。
首
相
に
官

邸
前
で
の
抗
議
活
動
の
参

加
者
に
直
接
、
説
明
を
す

る
こ
と
を
求
め
た
。
藤
村

修
官
房
長
官
は
記
者
会
見

で

「
一
つ
の
連
合
体
と
の

話
は
こ
れ
で
終
わ

っ
て
い

る
」
と
、
今
後
の
面
会
予

定
は
な
い
と
の
考
え
を
示

し
た
。
首
相
は
反
原
発
連

合
と
の
面
会
後
、
日
本
商

工
会
議
所
の
岡
村
正
会
頭

と
も
官
邸
で
会
談
し
た
。

〇靱帥申にけに劇なに一



脱原発デモ団体と面談

首
相
の
発
言
３
分

世
論
理
解
の
ポ
ー
ズ
？

野
田
佳
彦
首
相
が
官
邸
前
で
脱
原
発
を
求
め
る
抗
議
活
動
を
行
う

「首
都
圏
反
原
発
連
合
」
の
代
表
者
ら
と
面
会
し
た
の
は
、
政
府
の

「討
論
型
世
論
調
査
」
な
ど
が
見
せ
つ
け
た

「原
発
ゼ
ロ
」
を
求
め

る
圧
倒
的
な
世
論
に
配
慮
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
た
め
だ
。
だ

が
、
停
止
中
の
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
な
い
な
ど
の
要
求
に
は
応
じ
る

こ
と
は
な
く
、
脱
原
発
の
世
論
に
理
解
を
示
す
ア
リ
バ
イ
づ
く
り
に

使

っ
た
と
の
批
判
を
浴
び
そ
う
だ
。
　
　
　
　
　
　
（関
口
克
己
）

反
原
発
連
合
は
、
政
府

が
六
月
に
関
西
電
力
大
飯

原
発
の
再
稼
働
を
決
定
し

た
後
、
首
相
と
の
面
会
を

要
求
。
こ
れ
に
対
し
首
相

は
六
月
末
、
官
邸
の
外
で

行
わ
れ
て
い
た
抗
議
活
動

を
耳

に
し

て

「大
き
な

音
」
と
表
現
し
、
面
会
に

も
応
じ
る
考
え
は
な
か

っ

た
。

し
か
し
、
抗
議
活
動
の

参
加
者
が
増
え
続
け
、
じ

わ
じ
わ
と
政
権

へ
の
ダ
メ

ー
ジ
と
な

っ
た
た
め
に
無

視
し
き
れ
な
い
と
判
断
。

今
月
三
日
の
内
閣
記
者
会

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
面
会
に

応
じ
る
意
向
を
明
ら
か
に

し
た
。

市
民
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ト
を
官
邸
に
招
く
と
い

う
異
例
の
面
会
は
、
予
定

時
間
二
十
分
を
十
分
超
え

た
が
、
首
相
が
発
言
し
た

時
間
は
わ
ず
か
三
分
。
発

言
の
内
容
も
大
飯
原
発
は

安
全
性
と
必
要
性
を
勘
案

し
て
再
稼
働
し
た
な
ど

と
、
こ
れ
ま
で
の
国
会
答

弁
な
ど
を
繰
り
返
し
た
だ

け
だ

っ
た
。

首
相
は
こ
の
後
、
原
発

■
首
相
と
市
民
団
体

発
言
要
旨

占
め
る
反
対
の
声
を
踏
み

に
じ
り
、
言
語
道
断
だ
ｏ

国
民
の
八
割
近
く
は
脱
原

発
を
望
ん
で
い
る
。
政
府

が
国
民
の
声
を
無
視
す
る

限
り
、
揺
る
が
ぬ
意
志
で

政
府

へ
の
抗
議
を
続
け

る
。首

相
　
大
飯
原
発
再
稼

働
は
安
全
性
を
確
認
し
た

上
で
、
国
民
生
活

へ
の
影

響
も
考
え
て
総
合
的
な
判

断
を
し
た
。
基
本
的
な
政

府

方

針

は

脱

原

発

依

存

だ
。
中
長
期
的
に
原
子
力

に
依
存
す
る
体
制
を
変
え

て
い
く
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
る
。
国
民
の
さ
ま
ざ

ま
な
声
を
丁
寧
に
受
け
止

め
、
責
任
を
持

っ
て
国
民

が
安
心
で
き
る

エ
ネ
ル
ギ

ー
構
成
の
在
り
方
を
定
め

た
い
。
規
制
委
人
事
は
、

最
終
的
に
は
国
会
に
判
断

い
た
だ
く
。

団
体
側
　
承
服
し
か
ね

る
。
東
京
電
力
福
島
第

一

原
発
事
故
は
収
束
し
て
い

な
い
。
い
ま
安
全
を
保
て

て
い
な
い
政
府
が
、
こ
の

先
安
全
を
確
保
で
き
る
の

か
。
国
民
は
信
用
し
て
い

な
い
と
思
う
。

団
体
側
　
い
つ
か
も

っ

と
大
規
模

に
国
民
の
声

を
直
接
聴

い
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
私
た
ち
か
ら

は
①
関
西
電
力
大
飯
原

発
３
、
４
号
機
の
再
稼
働

中
止
②
検
査
で
停
止
中
の

全

て
の
原
発
を
再
稼
働

さ
せ
な
い
③
全
原
発
の
廃

炉
―
を
要
求
す
る
。
政
府

が
国
会
に
提
示
し
た
原

子
力
規
制
委
員
会

の
人

事
案
の
う
ち
、
委
員
長
候

補
の
田
中
俊

一
氏
ら
二
人

は
原
子
力
事
業
者
に
直
接

関
わ
る
な
ど
し
て
い
た
。

撤
回
す
べ
き
だ
。
大
飯
再

稼
働
は
世
論

の
大
半
を
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野
田
首
相
と
市
民
団
体
代
表
メ
ン
バ
ー
と

の
面
会
の
様
子
を
タ
プ
レ
ッ
ト
端
末
で
見

る
女
性
＝
２２
日
午
後
、
東
京

。
永
田
町
で

む
財
界
人
と
都
内
の
ホ
テ

ル
で
朝
食
を
と
も
に
し
な

が
ら
原
発
の
技
術
保
持
の

必
要
性
に
耳
を
傾
け
た
。

言
葉
で
は

「
脱
原
発
依

存
」
を
掲
げ
な
が
ら
、
実

際
に
は
再
稼
働
を
推
し
進

め
る
首
相
の
姿
勢
に
変
わ

り
は
な
い
こ
と
を
印
象
付

け
た
。

燃
料
棒
取
り
出
し

浜
岡
５
号
で
開
始

中

部

電

力

は

二
十

二

日
、
昨
年
五
月
の
運
転
停

止
作
業
中
、
原
子
炉
内
に

海
水
が
混
入
す
る
ト
ラ
ブ

ル
が
あ

っ
た
浜
岡
原
発
５

号

機

（
静

岡

県

御

前

崎

市
）
で
、
原
子
炉
内
か
ら

燃
料
棒
を
取
り
出
す
作
業

を
始
め
た
と
発
表
し
た
。

海
水
の
影
響
を
調
べ
る

た
め
、
炉
内
に
あ
る
八
百

七
十

二
本
を
燃
料
プ
ー
ル

に
移
す
。
こ
の
う
ち
十
二

本
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
選

び
、
さ
び
や
腐
食
が
な
い

か
水
中
カ
メ
ラ
な
ど
を
使

っ
て
目
視
で
点
検
す
る
。

そ
の
後
、
原
子
炉
内
部

の
点
検
作
業
に
移
る
。
中

電
は
今
年
三
月
か
ら
５
号

機
の
定
期
検
査
を
進
め
て

い
る
。



野
田
佳
彦
首
相
が
、
毎
金
曜
日
夕
方
に
官
邸
前
で
の
反
原
発
デ
モ
を
呼
び
掛

一

け
て
い
る

「
首
都
圏
反
原
発
連
合
」
代
表
ら
と
面
会
し
た
。
首
相
は
反
原
発
を

一

訴
え
る
国
民
の

「声
」
を
受
け
止
め
、
原
発
稼
働
の
停
止
を
決
断
す
べ
き
だ
。
　
一

故
後
の

一
時
の
感
情
や
、
短
慮
や
浅
慮

で
は
決
し
て
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

し
か
し
い
首
相
は
明
確
な
安
全
基
準

を
欠
い
た
ま
ま
、
関
西
電
力
大
飯
原
発

３
、
４
号
機
を
再
稼
働
さ
せ
た
。

「
国

民
の
生
活
を
守
る
た
め
」
と
い
う
詭
弁

が
、
国
民
を
逆
に
不
安
に
さ
せ
て
い
る

矛
盾
に
な
ぜ
気
付
か
な
い
の
か
。

方
に
注
文
が
あ
る
。

原
発
依
存
か
ら
の

速
や
か
な
脱
却
は
も

首
相
が
官
邸
で
市
民
団
体
代
表
ら
と

会
う
の
は
異
例
だ
と
い
う
。
約
二
十
分

で
打
ち
切
ら
れ
、
主
張
は
平
行
線
に
終

わ

っ
た
が
、
首
相
が
市
民
団
体
の
意
見

を
直
接
聴
く
場
を
持
と
う
と
し
た
こ
と

は
率
直
に
評
価
し
た
い
。
そ
の
上
で
双

は
や
国
民
の

「声
」
で
あ
る
。

共
同
通
信
社
に
よ
る
直
近
の
全
国
電

話
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
三
〇
年

の
原
発
比
率

「
０
％
」
を
求
め
る
意
見

は
最
も
多
い
４２
％
と
半
数
に
迫
る
。

政
府
の

「討
論
型
世
論
調
査
」

三
〇
年
の
原
発
比
率
で

「
０
％
」

価
す
る
人
が
４６
％
と
最
も
多
く
、

数
字
は
討
論
を
経
て
増
え
て
い
っ
た
こ

と
が
重
要
だ
。
「原
発
ゼ
ロ
」
は
原
発
事

毎
週
末
、
多
く
の
人
が
官
邸
前
の
抗

議
行
動
に
足
を
運
ぶ
の
も
、
国
民
と
の

約
束
や
思
い
が
政
治
に
反
映
さ
れ
ず
、

代
議
制
民
主
主
義
が
機
能
不
全
に
陥

っ

て
い
る
と
い
う
危
機
感
か
ら
だ
ろ
う
。

原
発
な
し
で
も
節
電
な
ど
国
民
の
努

力
で
暑
い
夏
を
乗
り
切
れ
そ
う
な
こ
と

は
、
今
夏
が
証
明
し
て
い
る
。

首
相
は
国
民
の
芦
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
再
稼
働
さ
せ
た
大
飯
原
発
を
停
止

さ
せ
、
今
後
予
定
す
る
ほ
か
の
原
発
の

再
稼
働
も
取
り
や
め
る
。
持
続
可
能
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
開
発
に
力
を
注
ぐ
。

消
費
税
増
税
に
費
や
す
よ
う
な
政
治
的

情
熱
は
む
し
ろ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の

改
革
に
こ
そ
振
り
向
け
る
べ
き
だ
。

市
民
団
体
の
側
に
と

っ
て
は
、
首
相

と
の
面
会
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
通
過

点
の

一
つ
に
す
ぎ
な
い
。

原
子
力
規
制
委
員
会
の
委
員
長
と
委

員
の
人
事
案
の
撤
回
を
求
め
ら
れ
た
首

相
は

「最
終
的
に
は
国
会
に
判
断
い
た

だ
く
」
と
述
べ
た
。
同

意
人
事
の
可
否
を
判
断

す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

首
相
を
選
ぶ
の
も
、
原
発
政
策
に
関
す

る
法
律
を
つ
く
る
の
も
国
会
だ
ｏ

脱
原
発
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
す
る

に
は
官
邸
前
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
際
の

投
票
行
動
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
。

脱
原
発
に
無
理
解
だ

っ
た
り
、
原
発

維
持
を
画
策
し
よ
う
と
す
る
経
済
界
や

．官
僚
に
な
び
く
よ
う
な
政
党
や
議
員
が

選
ば
れ
て
は
、
せ
っ
か
く
の
民
意
の
広

が
り
も
報
わ
れ
な
い
。

7 鵬 * 2012年 (平成 24年

'8月

23日 (木曜 日 )

こ を で
の 評 も

反
原
発
の
声
受
．け
止
め
よ


